
教　室 コース 指　導　者 会員数

親子体操教室 ほっぷくらぶ 　　 68

すてっぷくらぶ1 76

すてっぷくらぶ2 78

かがやき健康教室 わくわくコース 32

楽らくコース 21

複合スポーツ教室 キッズクラブ  外部指導員,永盛常雄他 44

テニス教室 レッドコース 10

グリーンコース 9

ブルーコース 11

イエローコース 8

クラブスタッフ・サポーター会員 43

　　会　員　合　計 400

              　　　本年４月23日の設立総会に
　　　　　　　　　おいて正式に発足した滑川フ
　　　　　　　　　ァミリースポーツクラブも、
　　　　　　　　　歩き始めてすでに半年を経過
　　　　　　　　　しました。このクラブの４つ
　　　　　　　　　の理念「毎日を健康で楽しく
　　　　　　　　　過ごそう！　家族の絆を強め
　　　　　　　　　よう！　住んで良かったとい
うまちをつくろう！　地域に住む人全員が友だち
になろう！」を合言葉に会員の募集、活動種目と
実施場所の検討など、地区内外の各種団体のご理
解とご協力をいただきながら、徐々にではありま
すがしかし着実に前進しております。
　同じ滑川に住むひとたちが、楽しく健康に過ご
す事が出来る環境の中で、コミュニケーションを
深めて行く事が、前述のクラブの理念に到達する
近道であり、この活動こそ滑川地区の活動母体で
ある学区コミュニティ推進会の活動理念とも共鳴
するものと信じております。
　これからも、一人でも多くの方が“いつでも”
“どこでも”“誰とでも”をモットーに、滑川フ
ァミリースポーツクラブの各教室にお気軽に参加
されるよう心よりご期待申し上げます。
　　　　　副会長（総務部部長兼任）　根矢 芳信

クラブの充実・継続化に向けて

　　　　　　　　　　　　今年の４月に設立して、早
　　　　　　　　　　　や半年が過ぎました。ここま
　　　　　　　　　　　でこれましたのは、地域のみ
　　　　　　　　　　　なさんのご協力、ご支援のお
　　　　　　　　　　　陰だと感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　今後クラブが健全な運営を継
　　　　　　　　　　　続して行く為には、クラブの
理念にマッチした事業を如何に展開できるかであると
思っております。それには出来るだけ多くの方に、ク
ラブの趣旨を理解して頂き、みんながやりたいことを
みんなで事業として具体化し、参加することから始ま
るものと考えております。設立後、新たな事業として
「複合スポーツ教室」と「テニス教室」を立ちあげま
した。どちらも幼児から小学３年生までを対象とした
教室ですが、回を重ねるごとに上手になっていくのが
見てとれ、大変な驚きを感じています。先日、送迎に
来てくださっているお母さん数人に「教室に通うこと
をおっくうがっていませんか？」と質問してみました
ら、「この日を楽しみにしている」「先生の教え方、
大変上手で感心しています」とのこと。私は何だか嬉
しさがこみ上げて来ました。
　要は技術習得もさることながら、まず子ども達に教
室に行くことの楽しさ、興味を抱かせるような指導が
なされている証であると思ったからであります。
　クラブ設立の準備活動の折から、良い指導者のもと
で活動する環境を整えることを一つの方針にし、クラ
ブ内関係者もそれなりに研鑽を積み指導出来る体制づ
くりを徐々に進めております。それが、クラブのより
充実した運営、継続の原点ではないかと確信していま
す。そしてその指導者の活動が核になり大きな輪の広
がりを図るには、地域住民みなさんの参加も必要不可
欠です。言葉で言うのは簡単ですが、いざ具体的にど
う展開していけばいいのか、みなさんと共に考えみな
さんのやってみたい事業をつくりあげてまいりましょ
う。みなさんのお力を是非お貸しください。
　　　　　　　　　　　クラブマネージャー　土田　宏

小田倉　洋子
富田　千恵子
岸田　みゆき

久保　嘉江
増子　千代美

北條　四郎

 　　坂戸市体育協会の視察受入れについて

 　去る８月２６日（土）に埼玉県坂戸市体育協
会の皆さん４１名が総合型地域スポーツクラブ
の先進事例視察のため、滑川ファミリースポー
ツクラブを訪れました。
　交流センターに到着した一行は、まず調理室
でクラブ初のカルチャー部門の取組である親子
料理教室「らぶりークッキングクラブ」を視察
しました。「みんなで楽しむというクラブ理念
を踏まえ、カルチャー的メニューも増やしてい
く」という土田マネージャーの説明を坂戸市の
皆さんは興味深く聞いていました。
　そして、大会議室で永山会長、各担当部長、
マネージャーがクラブの設立経過や理念、活動
内容などを映像や資料に基づき説明した後、意
見交換を行いました。スポーツ少年団や中学校
との連携方策、将来のＮＰＯ（特定非営利活
動）法人化、運営上の課題など、予定した時間
をオーバーし積極的な意見が交換され、相互に
実り多い時間を過ごすことができました。

我が「滑川ファミリースポーツクラブ」は、注目される存在なんです。

　
　

　

本号より、各種研修会・講演会等に参加して得られた情報をシリーズ
で掲載していきます。子育てのヒントあり、時には クラブの運営管理
の方法等の情報を交換し共有する場であったりと、みなさんと共にク
ラブのステップアップに繋げていけたらと思います。 ☆今回は「ジュ
ニアスポーツ指導員講習会」から、子育て中の方へのメッセージです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 秘訣は「褒める」 こと―

 　「ジュニアスポーツ指導員」とは、日本体育協会が平成18年度に新たに創設した資格であり、その目的･
役割は「地域スポーツクラブ等において、幼・少年期の子ども達に遊びを通した身体づくり、動きづくり
の指導を行う」というものです。
講習会で学んだ多くのものの中で、最も大事なことの一つが次のことです。
　私たちが目にする指導者の多くは、誰にでも同じ方法で、かつ自分のやり方を押し付けてしまうような、
自分の経験だけに基づいた指導を行っているのではないだろうか。子ども達の失敗を責めるような･･･。
つまり、子ども達とうまくコミュニケーションが取れていないのです。
　これらは、子ども達の失敗するチャンスを取り上げ、自発性や自立性を伸ばすチャンスを奪ってしま
っているのです。この現状を、まず厳しく認識しなければなりません。高い自発性や自立性によって、子
ども達は創造性・積極性・個性・多様性を発揮することができるようになります。そのために、子ども達
の個人差を認め、立場を尊重するなど、子ども達を認めてあげる指導法(管理態度)が必要となるのです。
　指導者は、常に子ども達の話に根気よく耳を傾け、気持ちに共感し、否定せずに最後まで聞くなど、
コミュニケーションをうまくとるといったことが必要となります。子ども達は、自分を受け入れてもら
っていると安心した時初めて心を開きます。指導者に対し、安心感や信頼をおいてもらえるようになるこ
とが何よりも重要となるのです。
そして、子ども達と向き合う時、話を聞く時、重要となってくるのがコーチングスキルです。その中で、
何より大事な基本となるのは、ひとり一人の良いところだけを見つけて伸ばしてあげること。
　 ―秘訣は「褒める」こと―
　私は、2児の父親です。学んだことを利用しないのはもったいない。
子どもたちが本当に楽しそうに私と遊んでくれる。コーチングスキルを駆使したおかげで、あっという間
に自転車に乗れるようになり、逆上がりもすぐにできてしまいました。からだを動かすところから生まれ
た信頼関係は絶大です。家族だけでなく、息子の友達にも学んできたスキルを使った効果は大きかったと
思います。
地域に、この輪をぜひとも広げたい。数年後には、きっと、多くの子どもたちの目が輝いている。

　 　　　★★子どもの可能性を伸ばすコーチングスキルとは？？・・次号にて具体的にお伝えします。★★

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ役員　佐藤　匡広

視線集中の一瞬！
　いいですねエ～

　11月１２日　北風の吹く中、元気いっぱいの仲間が集まったキックベースボール。♪プレイボール！

視線集中の一瞬！
　いいですねエ～

平成１９年２月１８日
千葉県山武市から視察に
お見えになる予定です。

注目！
読売新聞(全国版)に
　掲載されました



リレー

いい汗かいたよね！ 日時：10月15日（日）
場所：滑川市民広場・他「スポーツ屋台村」 報告

  スポーツの秋、さわやかな秋晴れの日曜日
第7回　なめかわファミリースポーツフェス
ティバルが開催されました。
   今年も滑川ファミリースポーツクラブでは
｢スポーツ屋台村」を出店しました。
｢スポーツ屋台村」は 立幅とびや握力などの
体力診断コーナーや小学生の男の子に大人気
の「フットサル｣｢ストラックアウト」新しい
スポーツの「スポーツ吹矢」、青空の下での
「エアロビクス」、世界大会 第3位のデモン
ストーションが行われた「バイシクル」、お
孫さんとおじーちゃん、おばーちゃんが一緒
に参加できる「輪投げ、お手玉入れ、キック
ボーリング」の種目があり、スタンプラリー
制で参加していただくものです。
　前回に参加して楽しみ方を知っている小学
生は、受付開始時刻前から、並んで待ってい
てくれるほどの大盛況ぶり。また、新しい
「スポーツ吹矢」や「ディスクターゲットゴ
ルフ｣などに初めて参加した方は、｢初めてや
ったけどとても楽しい！｣と大好評でした。
　体力測定をした後に、自分の測定値が実年
齢より劣っていた６０歳代の女性の方は、
｢来年には20歳代になれるように、毎日運動
してがんばるわ！」とまるでハタチのような
笑顔でおっしゃっていました。
　体を動かし、いい汗かいて、みなさんとコ
ミュニケーションも図れ、とても楽しく充実
した一日でした。

ディスクターゲットゴルフ

スポーツ屋台村

 体力診断

スポーツ吹矢

望月マジックピュ～ン！

先生・・お料理って理科の実験と

　　　　何が始まるんだろう！？

　　　　同じなんですよ！
生徒・・なんで、なんで～

・・こんな会話で、よりいっそう興味をそそられた
クッキング教室でした。・・

 設立記念事業
「親子クッキング教室」報告

　

　　　夏休みも終わりの8月25,26日の2日間にわたり、「食を
　通し生きる力を育むことの大切さを知ってもらおう」という
　ねらいで、親子クッキング教室を開催しました。
　3歳～6歳、7歳～9歳のコースに分かれ、望月京子先生の指
　導のもと、親子で手作りお菓子に挑戦しました。
　　子どもは親の背中を見て育つといわれますが、世界では8
　歳までに食事の準備や後片付けができるようになり、12歳
　でちょっとした料理が作れるというのが世界標準だと、服部
　栄養専門学校校長の服部幸應さんは語っています。
　　このような講座に自ら進んで参加し、お菓子づくりや料理
　はもとより、最近では食育について学んでいる望月先生の教
　室は、子どもたちを「あっ！」
　という間に手作りの楽しさの
　虜にしてしまいます。
　　参加してくださった中にエ
　プロン姿のお父さんがいまし
　たが、素晴しいと共に、とて
　も微笑ましい親子の姿に感動
　してしまいました。
　　きっとこの日参加した子ど
　も達にとっては一生の宝物と
　なり、次の世代への架け橋に
　なってくれるのではないでし
　ょうか。今後もこのような形
　で”食”の大切さを伝えてい
　けたらと望月先生はおっしゃ
　っていました。

会場入口で参加者を迎えました。
スタッフ手作りのウェルカムボード
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ほっぷくらぶ会員 　 齋藤　知重

　娘と「ほっぷくらぶ」に通い始めて２年目
になりました。昨年度は｢できない。｣と言っ
てはすぐにあきらめて泣き出し、なかなか体
を動かせずにいました。ところが、今年度か
らは、めきめきと運動機能が発達し、先生方
のおかげで、ステップ、手押し車、前転、と
び箱、鉄棒など、いろいろなことができるよ
うになりました。
娘も「やればできる。」という自信がついて
きたようです。家ではなかなか教えられない
ようなことばかりなので、本当に通い続けて
よかったなあ、と思っています。

　このくらぶでは、子どもときちんと向
き合い、親子で楽しく体を使う運動がで
きます。自分の子どももそうですが、参
加しているお友達を見ても、この半年で
できなかった事ができるようになる等、
積極性・体力の向上、各々の進歩が見ら
れます。指導の先生方も、子ども達のや
る気を上手に引き出し、程よい厳しさで
接してくれます。
「自分もできた。がんばった！」を、親
子で体験できる良い機会なので、後期の
活動も皆勤賞めざしてがんばろうと思い
ます。

すてっぷくらぶ会員　　堀内　千明

　9/25(月)　今日は 「ほっぷくらぶ」と
「すてっぷくらぶ2」の前期を締めくくる
運動会。玉入れ､リレー､ダンス・・・
指導者のアイデアがいっぱいの楽しい競技
に、会員の皆さんが半年間の成果を発揮し
ました。

現在活動中のサークルにおじゃまします！  ―第１回ー
今回は、親子体操教室「ほっぷくらぶ」「すてっぷくらぶ」のレポートです。

滑川市民体育館において
活動しています。
●ほっぷくらぶ
　〔3・4歳児〕
　 月曜日 10:00～11:30
●すてっぷくらぶ１
　〔5・6歳児〕
　 木曜日 15:00～16:30
●すてっぷくらぶ２
　〔5・6歳児〕
　 月曜日 15:00～16:30

｢やればできる！｣という自信がつきました
―　お母さんからのメッセージ　―

ダンス

お母さんがかけてくれる励ましの言葉が一番！
―　指導者からのメッセージ　―

11月のメニューより

ボール投げ

マット運動

日時：8月25（金）、26日（土）
場所：滑川交流センター調理室
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